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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 34,594 △9.3 1,421 8.5 1,356 4.6 862 3.3

2019年３月期第２四半期 38,159 16.9 1,309 18.5 1,296 18.3 834 23.6
(注) 包括利益 2020年３月期第２四半期 974百万円( 18.9％) 2019年３月期第２四半期 819百万円( 3.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 95.89 ―

2019年３月期第２四半期 92.81 ―
(注)2018年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結計会計年度の期首に株式

併合が行われたと仮定して「１株当たり四半期純利益」を算出しております。
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 47,892 23,000 46.4
2019年３月期 57,289 22,669 38.3

(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 22,238百万円 2019年３月期 21,930百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 0.00 ― 70.00 70.00

2020年３月期 ― 0.00

2020年３月期(予想) ― 75.00 75.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 84,000 △4.4 4,900 △0.2 4,800 △1.1 3,100 0.6 344.69
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 9,026,561株 2019年３月期 9,026,561株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 33,363株 2019年３月期 33,221株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 8,993,271株 2019年３月期２Ｑ 8,993,654株

(注)2018年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株
式併合が行われたと仮定して「期中平均株式数」を算出しております。

　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。

・当社は、2019年11月28日にアナリスト及び機関投資家向けの四半期決算説明会を開催する予定です。当日使用する
決算説明資料については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用・所得環境が改善傾向にある

など、緩やかな回復が続きました。一方、米国などの保護主義的な通商政策の動向や、英国のＥＵ

離脱問題、地政学的リスクの高まりなど、先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

当社グループの属する設備工事業界におきましては、公共設備投資は堅調に推移しましたが、民

間設備投資に低調な動きが見られるとともに、労働力不足や熾烈な受注競争が続くなど、厳しい環

境で推移しました。

　このような状況のもと、当社グループは2019年４月に中期経営計画『Next Evolution 2023』で

発表しましたとおり、「成長市場を見据えた保有技術力の融合による他社との差別化」、「事業環

境の変化に対応した戦略的投資による経営基盤の強化と収益力の向上」、「事業基盤の再構築によ

る海外事業の強化」を重点施策とし、中長期的な環境の変化に柔軟に対応できる経営基盤の強化に

努め、持続的成長と企業価値の向上に向けて取り組んでおります。

　当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高424億円（前年同期比7.9％減）、売上

高345億円（前年同期比9.3％減）となりました。利益面では、営業利益14億21百万円（前年同期比

8.5％増）、経常利益13億56百万円（前年同期比4.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益8

億62百万円（前年同期比3.3％増）となりました。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、中期経営計画達成に向けた組織構造の変更に伴い、報告

セグメントを従来の「プラント事業」、「空調設備事業」、「電設・建築事業」、「電力・情報流

通事業」、「海外事業」の５つの区分から、「電気設備工事業」、「空調設備工事業」の２つの区

分に変更いたしました。

　報告セグメントの工事分野及びセグメント別の状況につきましては、次のとおりであります。ま

た、各セグメントの前年同期比につきましては、前年同期の数値を変更後の報告セグメントの区分

に組み替えた上で算出しております。

報告セグメント 工事分野

[電気設備工事業]

（プラント工事業）

　社会インフラ工事、産業システム工事、発電設備工事、送電工事

（内線・建築工事業）

　内線工事、建築・土木工事、情報通信工事

[空調設備工事業] 産業プロセス空調設備工事、一般空調・衛生設備工事

[その他] 物品販売及び補修・修理等

[電気設備工事業]

　受注高は303億円（前年同期比3.3％増）、売上高は250億円 (前年同期比8.8％減)、営業利益は

11億41百万円（前年同期比4.7％増）となりました。

　受注高は小水力発電設備案件などの受注により発電設備工事を中心にプラント工事業が堅調に推

移したことから前年同期を上回りました。売上高は前期に工作機械メーカーや海外の大型案件の内

線工事があったことから前年同期を下回りました。営業損益はプラント工事業を中心に原価低減等

の採算の改善に努めたことから前年同期を上回りました。

[空調設備工事業]

　受注高は114億円（前年同期比27.7％減）、売上高は89億円（前年同期比8.7％減）、営業利益は

1億23百万円（前年同期は7百万円の営業損失）となりました。

　受注高は前期に医療施設、教育施設、電子精密分野の大型案件があったことから前年同期を下回

りました。売上高は一般空調・衛生設備工事の減少により前年同期を下回りました。営業損益は原

価低減等の採算の改善に努めたことから前年同期を上回りました。
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[その他]

　受注高は6億円（前年同期比27.7％減）、売上高は6億円（前年同期比34.0％減）、営業利益は1

億55百万円（前年同期比31.3％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ93億円減少し、478億

円となりました。主な要因は受取手形・完成工事未収入金等の減少（89億円）、電子記録債権の減

少（18億円）、未成工事支出金の増加（17億円）であります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ97億円減少し、248億円となりました。主な要因は支払手形・

工事未払金等の減少（90億円）、その他に含まれる未払消費税の減少（8億円）、未払法人税等の

減少（7億円）、未成工事受入金の増加（15億円）であります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ3億円増加し、230億円となりました。主な要因は配当金の支

払（6億円）、親会社に帰属する四半期当期純利益の計上（8億円）であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2020年３月期通期の連結業績予想につきましては、2019年４月24日公表の業績予想から変更はあ

りません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,861 4,753

受取手形・完成工事未収入金等 36,590 27,656

電子記録債権 4,788 2,907

未成工事支出金 2,416 4,149

材料貯蔵品 155 153

預け金 2,047 669

その他 1,240 1,050

貸倒引当金 △133 △123

流動資産合計 50,966 41,217

固定資産

有形固定資産 2,628 2,575

無形固定資産 641 532

投資その他の資産

その他 3,208 3,722

貸倒引当金 △155 △155

投資その他の資産合計 3,052 3,566

固定資産合計 6,323 6,674

資産合計 57,289 47,892

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 23,756 14,723

短期借入金 27 28

未払法人税等 1,278 498

未成工事受入金 1,566 3,072

完成工事補償引当金 132 132

工事損失引当金 60 4

その他 3,877 2,658

流動負債合計 30,698 21,118

固定負債

退職給付に係る負債 2,105 2,012

その他 1,816 1,759

固定負債合計 3,921 3,772

負債合計 34,619 24,891
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,970 1,970

資本剰余金 6,636 6,636

利益剰余金 13,895 14,128

自己株式 △29 △29

株主資本合計 22,472 22,705

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 136 176

為替換算調整勘定 △122 △134

退職給付に係る調整累計額 △556 △509

その他の包括利益累計額合計 △541 △466

非支配株主持分 739 762

純資産合計 22,669 23,000

負債純資産合計 57,289 47,892
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 38,159 34,594

売上原価 33,220 29,412

売上総利益 4,939 5,181

販売費及び一般管理費 3,630 3,760

営業利益 1,309 1,421

営業外収益

受取利息 6 6

受取配当金 5 6

為替差益 5 -

保険解約返戻金 - 13

その他 14 12

営業外収益合計 32 39

営業外費用

支払利息 36 34

コミットメントフィー 5 4

為替差損 - 63

その他 3 1

営業外費用合計 45 103

経常利益 1,296 1,356

税金等調整前四半期純利益 1,296 1,356

法人税等合計 443 469

四半期純利益 853 887

非支配株主に帰属する四半期純利益 18 25

親会社株主に帰属する四半期純利益 834 862
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 853 887

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 40

為替換算調整勘定 △83 △0

退職給付に係る調整額 47 47

その他の包括利益合計 △34 86

四半期包括利益 819 974

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 827 937

非支配株主に係る四半期包括利益 △8 36
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,296 1,356

減価償却費 249 244

のれん償却額 20 20

工事損失引当金の増減額（△は減少） 93 △55

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △285 △72

受取利息及び受取配当金 △12 △13

支払利息 36 34

為替差損益（△は益） △9 43

売上債権の増減額（△は増加） 6,265 10,825

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,982 △1,732

仕入債務の増減額（△は減少） △2,012 △9,033

未成工事受入金の増減額（△は減少） 533 1,507

その他 △68 △1,184

小計 4,124 1,939

利息及び配当金の受取額 12 13

利息の支払額 △36 △34

法人税等の支払額 △1,135 △1,238

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,965 679

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △469 △681

定期預金の払戻による収入 651 474

有形固定資産の取得による支出 △76 △106

無形固定資産の取得による支出 △21 △28

関係会社株式の取得による支出 - △554

差入保証金の差入による支出 △5 △6

差入保証金の回収による収入 7 42

貸付けによる支出 △214 △51

貸付金の回収による収入 0 228

その他 1 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △126 △679

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △538 △629

非支配株主への配当金の支払額 △21 △13

その他 △50 △44

財務活動によるキャッシュ・フロー △611 △687

現金及び現金同等物に係る換算差額 △56 △15

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,170 △703

現金及び現金同等物の期首残高 6,658 5,239

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 443 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,273 4,535
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。
　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
　

（セグメント情報等）

セグメント情報
　

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
電気設備

工事業

空調設備

工事業
計

売上高

外部顧客への売上高 27,447 9,796 37,243 915 38,159

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 27,447 9,796 37,243 915 38,159

セグメント
利益又は損失（△）

1,090 △7 1,082 226 1,309

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売及び補修・修理等のサ

ービス部門を含んでおります。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
電気設備

工事業

空調設備

工事業
計

売上高

外部顧客への売上高 25,045 8,944 33,989 604 34,594

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 25,045 8,944 33,989 604 34,594

セグメント
利益又は損失（△）

1,141 123 1,265 155 1,421

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売及び補修・修理等のサ

ービス部門を含んでおります。

　 ２．報告セグメントの変更等に関する事項

　 当第１四半期連結会計期間より、中期経営計画達成に向けた組織構造の変更に伴い、報告セグ

メントを従来の「プラント事業」、「空調設備事業」、「電設・建築事業」、「電力・情報流通

事業」、「海外事業」の５つの区分から、「電気設備工事業」、「空調設備工事業」の２つの区

分に変更いたしました。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づ

き作成したものを開示しております。
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４．補足情報

（セグメント別受注高・売上高・受注残高）

　① 受注高

区分

前第２四半期

連結累計期間

当第２四半期

連結累計期間

前年同期

増減

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

電気設備工事業

プラント工事業 15,286 33.1 17,453 41.1 2,167

内線・建築工事業 14,086 30.6 12,896 30.4 △1,190

計 29,373 63.7 30,350 71.5 977

空調設備工事業 15,878 34.4 11,481 27.0 △4,396

小 計 45,251 98.1 41,832 98.5 △3,419

その他の事業 886 1.9 641 1.5 △245

合 計 46,137 100.0 42,473 100.0 △3,664

（うち海外） (2,573) (3,848) (1,275)

　② 売上高

区分

前第２四半期

連結累計期間

当第２四半期

連結累計期間

前年同期

増減

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

電気設備工事業

プラント工事業 13,515 35.4 14,175 41.0 659

内線・建築工事業 13,932 36.5 10,869 31.4 △3,062

計 27,447 71.9 25,045 72.4 △2,402

空調設備工事業 9,796 25.7 8,944 25.9 △852

小 計 37,243 97.6 33,989 98.3 △3,254

その他の事業 915 2.4 604 1.7 △311

合 計 38,159 100.0 34,594 100.0 △3,565

（うち海外） (4,163) (2,534) (△1,628)

　③ 受注残高

区分

前第２四半期

連結累計期間

当第２四半期

連結累計期間

前年同期

増減

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

電気設備工事業

プラント工事業 24,803 45.8 24,236 45.0 △567

内線・建築工事業 13,916 25.7 14,349 26.7 432

計 38,719 71.5 38,585 71.7 △134

空調設備工事業 15,211 28.1 15,082 28.1 △128

小 計 53,931 99.6 53,668 99.8 △262

その他の事業 222 0.4 119 0.2 △102

合 計 54,153 100.0 53,788 100.0 △365

（うち海外） (3,085) (4,318) (1,233)
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